
膜分離式活性汚泥処理設備

排水増加時の対策として !
安心・安定運転！

曝気槽水（左）と処理水装置全景

アクアスビオマスクの仕組み

アクアスビオマスクは、曝気槽に分離膜を設け、ポンプで吸引することにより処理水（放流水）のみを曝気槽から取り出します。

特長

1.	膜分離によってSS分を確実に除去します。
2.	透明度の高い処理水が得られます。再利用もし易くなります。
3.	沈殿槽が不要なので省スペースとなります。
4.	バルキングの心配がありません。管理が楽になります。
5.	標準活性汚泥と比較して汚泥濃度を高く保つことができます。既設の同じ曝気槽容量で処理能力が増加します。
6.	メンテナンスが容易です。膜の更新までの期間は長くなっています。
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導入事例

◆新規設備の例

◆既設改造の例（能力増強）

処理対象排水：アルコール系排水

項目 原水 処理水

BOD(mg/L) 1,113 3.0
CODMn(mg/L) 193 4.7

処理対象排水：食品加工排水

導入前 導入後

排水量 200m3 / 日 350m3 / 日

処理水水質

導入前 導入後

BOD 14 2
COD 19 16
SS 14 ＜2原水ピット 原水調整槽
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